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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香山光郎（李光洙） 
 一
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すみませぬ。折角の御好意に背いて來て、誠に申譯ありませぬ。實はあなたから「君の自叙傳を書け」と勸められた時には恐縮しましたが、おことばに甘へて、「それでは書きませう」と、返事はしたものゝ、通一遍の御世辭ぢやあるまいか、書かぬ方が却つて禮儀に叶ふだらうと思つて居りました。二度も御催促を受けて私ははつとしました。私はあなたが生粹の日本人であるのに氣がついたのです。日本人は嘘はいはない。たとへ酒席に於けるかりそめの戯言でさへ、必ず責任を取る、といふことに氣がついたからです。お詫申上げます。同時に私に、日本精神の一端をお示し下さつたことを感謝致します。
それだからといつて、私は長たらしく、物の數にもならない自分の、自叙傳を書くわけにはまゐりませぬ。しかし、あなたから教はつた「信義を守れ」といふ日本精神を學び、これに忠實ならんがために、私の生涯の一片を切離して、自叙傳の代償にさしていたゞきます。

 二
私は今京城大和塾の一室で、これを書いて居ります。大和塾といふのは、朝鮮人に日本精神の訓練を授けるために出來た、法務局關係の機關で、思想報國聯盟を改稱したものです。
 思想報國聯盟は御存じのことゝ思ひますが、民族主義者や共産主義者たちで、刑餘のものや、起訴猶豫になつたものどもに日本精神を注込むところです。三四千人あるさうです。
私はまだ、この會員になつたわけではありませぬ。今上告中で、まだ運命は決まつてゐないんですから。幸ひ無罪になれば大和塾に入らんですむでせうし、不幸にして有罪になつた曉には、年貢の御奉公が濟み次第、大和塾の御厄介になるわけであります。
しからば、私はなぜ、今から大和塾の一室に來てゐるかといふに、それは塾當局の單なる好意からです。まだ塾には、塾生は一人もありませぬので、空いてゐる室を私の瞑想と著述のために貸して下さつたに過ぎないのです。
大和塾は、御承知の京城驛から十數町行つた山腹に立つてゐる、煉瓦造の建物で、アメリカ人宣教師經營の、女子神學校の跡です。宣教師團が、ルーズベルト大統領の馬鹿げた政策のために、本國へ引上げたのと、神社參拜問題のために、當分開放の見込みが立たぬといふので、大和塾で借用したわけです。やつぱり、日本精神に對抗し兼ねての、西洋精神の敗退といふべきでせう。
大和塾は中々瀟洒な建物です。眺望はよく、構内も廣くて、櫻だの、プラタナースだの、ニセアカシヤだの、朝鮮連翹、ライラツクといつたやうな植込みなどもありまして、昨晩の雪を枝もたわゝに載せて、灰色の霞に包まれて居ります。
私の室は、元應接間だつたのでせうか、ピアノが一臺置いてあり、それから私の寝臺と机と木張の椅子が二脚、ラヂエーター、フアイヤプレースといつた調度です。窓からは、朝鮮神宮が正面に仰がれ、京城の町も見えます。この中に私は、實に靜かに、神妙に修行してゐるのです。

 三
修行と申しましたが、それは日本精神の修行です。
唯日本精神の修行とお聞きになつたゞけでは、元から日本人であるあなたには、ちよつと合點が行かぬかも知れませぬ。しかし、舊韓國人であつた朝鮮人が、日本人になるには大なる修行が必要であることを痛感しました。單に法的の日本臣民であるばかりでなく、魂の底から、日本人になり切るには、並大抵の修行ではありませぬ。
それで、このことを痛感した朝鮮人たちが日本精神講習會をやらうといふので、昨日から、城大の教授方をお呼びして講義を聽いてゐます。これらの人は決して所謂轉向者ばかりではありませぬ。
昨日はＭ教授から、國體新論といふ御講義を拜聽致しました。Ｍ教授はとても熱心な、率直な方で、「あらゆる困難と不便とを忍んで、本當の日本人になるのが、本當の御奉公である」と叱咤されました。
[「]日本語ならざることばを使ひ、日本の風俗習慣ならざる風俗習慣に生きることは非國民である。然るに朝鮮人は恬然として、非國民として生きてゐる。もし、かくと知りつゝ、非日本的な生活をつゞけたら、恐らくは必らず輕蔑されるだらう。日本國民全體から輕蔑される日が來るだらう」と、嚴しく警められました。日本精神をわが精神として、日本語を以つて生活し、日本の風俗、習慣、禮儀、儀式に據つて生きてこそ、初めて、本當の日本人であると誨へられました。
そして、日本精神の特色として、(一)日本は君本の國である。まづ　天照大神生まれたまひ次に人民が生まれた。日本の君は征服によれるにあらず、推載によれるにあらず、(二)日本は國即家である、(三)君民は父子關係であり、主従關係ではないといふことも教へられました。
すべてありがたい、御話であるが、特にありがたいのは、｢日本には民族的差別はあり得ない。新羅や百濟や高句麗から歸化した朝鮮人は、養子的に日本人になつてしまつた。血統は問ふところでない。臺灣人も朝鮮人も日本人である。それから離れようとするのは舊韓國人である・・・・日本は一民族一國家である。決して、日本民族の中には差別といふものがない。　天皇の下に於いて、日本人は一切平等である。」といはれたことでした。
　私たちは血統からいへば、必ずしも全部日本的であるとはいはれませぬ。内地人の現在の人口の中約一千八百萬人は朝鮮系の血を引いてゐるものと推定されるさうですね。現在の朝鮮人の何分かの一も日本系の血を引いてゐるでせう。新羅の瓢公が東から海を渡つて來たと朝鮮の古代史に書いてありますが、滿洲の輯安縣にある、高句麗の廣開土王一名好太王の碑にも｢百殘新羅倭滿城中｣といふ句がありますから、百濟や新羅にも、日本人が澤山居住してゐたでせうし、ずつと降つて、文祿の役は前後八年、水陸數十萬の將兵が來て居つたさうですから、これ等の事實を思合はせると、今日の朝鮮人の血管にも、随分と大和民族の血が混つて和して流れてゐるはずですね。
しかし、血統のことは問題でないと、教授は申されました。精神さへ日本精神になれば、朝鮮民族は、養子的に日本人になれるのだと申されました。

　四
　「われわれは押しかけて行かう。自發的に、すべての朝鮮的のものを、かなぐり棄てゝ日本人にならう」
　と、いふ人達がゐます。私の若い方の友人には、だんだんかういふ考へのものが殖えて行きます。
　私の知らない方面には、もつともつとかういふ人が多いでせう。しかし、私が知つてゐるだけの人たちだけでも、決して悲觀すべき少數とは考へませぬ。なぜなれば、火種さへあれば燃え移るのですから。
　かゝる人達の名前を申上げてもいゝが、それは止めませう。彼等は賣名漢ではありませぬから。また、それほど有名な人でもありませぬから。たゞ一つだけは申上げられます、それは、この人達は、いづれも高等教育を受けた優秀な青年で、また信念のためには、生命を棄てる底の熱血兒だといふことです。彼等が、日本人になる修行をしてゐるといつたら随分殊勝な青年として、官からも民からも稱讃され、聲援されてゐると思ひになつたら、大變な誤解です。
　朝鮮人は嘘吐きだと、朝鮮の官界では相場が決まつて居ります。實際併合以來、多數の知識人は、當局者に對して、重大な嘘をつきつゞけて來たのですから、さういはれるのは當然で、むしろ身から出た錆と見らるべきでせう。先輩たちのつきつゞけた嘘の果報がこれらの若い志士たちに報ひられて來たのですね。
　しかし、これらの若い志士たちは、そんなことでへこたれはしないでせう。むしろ、彼等の進路が薔薇匂ふ花園でなくて、荊棘の道であることを喜びます。
　彼等の、この日本人修行運動は、決して政治的な、または、ためにすることあつてのものではありませぬ。彼等は第一に、日本の大きさと美しさと、そしてありがたさを認識したのです。そして、第二には、朝鮮人を、日本人にまで引上げることの他に、朝鮮人の生路はないものと看破したのです。それから第三に、朝鮮人は日本人になり得ると信ずるやうになつたのです。そこで彼等は、自身まづ日本人になる修行をすることに決心したわけです。
元々日本人たるあなたに、われわれがこれから學ばうとする日本精神の、如何なるものであるかを説明する必要はありますまい。

　五
　これらの若い人達の一人は、こんな事を申して居ります。｢内地人の小さい子供でさへ、われわれ朝鮮人の先生である。この小さい子供でもわれわれよりもつと日本人であるからだ｣と。
　それからまた、こんなことも申して居ります――
「われわれは、舊韓國人たりし、われわれの祖先から承けついだ、あらゆるものを忘れよう。そして日本人として生まれかはらう」またこんなこともいつて居ります。
「すでに日本的な氏名を名乘つたからには、元の朝鮮的な姓名は忘れよう。」
こんなことをいつてゐるのは、上田といふ人ですが、彼はどうしても私に、その舊姓名をいつてくれませぬでした。彼と知合いになつてから半歳たつた、つい一昨日のこと、私は電話を受けるとき、彼が「リエイコン」だといふことがわかりました。それは、彼の元の友人が、電話をかけて彼を尋ねてゐるのでした。私はこの「リエイコン」はどんな漢字か、いまだに解りませぬ。私は彼にそれを訊き正すやうな、無作法な、いな殘酷なことはしたくないから、或る偶然が私にそれを教へないかぎり、私はそれを知ることは出來ないでせう。

　六
　これらの人は、よくよくの場合でないと、決して朝鮮語を使ひませぬ。朝鮮服も纒ひませぬ。紋付の和服も注文してゐるさうです。微に入り細にわたつて、徹底的に、日本人になるんだと力んでゐるのです。
　さて、どの程度になつたら、松本教授のいはゆる、完全な日本人になれるのでせうか。
　主觀的には、「われは日本人なり、　天皇陛下のために生きん、しかして死なんものなり」といふ感情を成就した時に、私は日本人になつたはずです。二千三百萬の朝鮮人が揃つてかういふ氣持になつたら、いはゆる内鮮一體は完成されたことでせう。彼等は今、この修行をしてゐるのです。それこそ眞劍に、それこそ死物狂で、日夜この修行をしてゐるのです。
　しかし、これは主觀問題であって、客觀的に、お前たちは日本人だと認められることは餘程むづかしいこともあるやうに思はれます。
　しかし、こんなことを、この若い人たちは悲しくは思ふでせうが、そのために勇氣を挫くやうなことはありますまい。安逸や生命はすでに投げ出したのですから。彼等は、嘲笑や迫害の中に雄々しく進むことでせう。彼等は御稜威を信じきつて居りますから。
　さうです。御稜威ですね。彼等がお縋りまつるところはただ御稜威あるのみですね。彼等が日本人へ日本人へと、ひたむきに進むとき、彼等の喜びは、大御心の温かい御光を身に感ずることです。
　彼等は、自己を日本人に完成しつゝ、二千三百萬の｢未完成な日本人｣なる、朝鮮同胞を導いて行かなければならぬのです。自分一人が驅抜 (ママ)け[footnoteRef:3]の日本人になるわけにはまゐりませぬ。朝鮮人全體が、一人殘らず日本人に成り終はせた時[footnoteRef:4]、その時初めて、彼等は完全な日本人になるのです。 [3:  「抜駆け」の誤植と思われる。]  [4:  「成りおほせた時」あるいは「成り終はつた時」の誤記と思われる。] 

　朝鮮人を皇國臣民にすることは、皇謨です。今朝の新聞に南總督も内朝一體は皇謨だといはれました。それからＭ教授もいはれました、　天皇の御一言は絶對に變らぬと。ですから朝鮮人が日本人になることをどうのかうのと、今更問題[に]すべきではないのです。どんなことがあつても一つにならなければならぬのです。であって見れば、如何にしても、このことは成し遂げねばならぬのです。七生報國どころか、百生千生でも、生まれかはり死にかはつて、この大事業はなされねばならぬのです。
そこで、これらの若い人たちは、この事業のために喜んで生命を投げ出さうとしてかゝつてゐるのです。

　七
　朝鮮人が日本人になるには――本物の日本人になるには、まづ従來の朝鮮的な心を、根こそぎ棄てゝかゝらなければなりませぬ。
私たちは、こないだ大祓詞を教はりました。｢科戸の風の天の八重雲を吹放つことの如く、朝の御霧夕の御霧を朝風夕風の沸ふ事の如く、｣[footnoteRef:5]すべて従來の朝鮮的の氣持を祓つてしまはなければなりませぬ。そして最後に殘つた民族意識の殘滓をば｢大津邊に居る大船を舳解放ち艫解放ちて、大海原に押放つ事の如く｣[footnoteRef:6]押放たずばなりますまい。そして、｢彼方の繁木が本を燒鎌の敏鎌以ちて打掃ふ事の如く、遺る罪はあらじと、祓ひ給ひ清め給ふ事を｣[footnoteRef:7]お願いし、その大海原に洗ひ流された、朝鮮的の殘滓や習氣をば、｢荒鹽の鹽の八百道の八百道の鹽の八百會にます速開都比呼｣[footnoteRef:8]と云う神に、｢可々呑み｣[footnoteRef:9]して頂かなければなりませぬ。さうして朝鮮の｢四方には今日より初めて罪といふ罪はあらじ｣となるまでに祓清められねばなりませぬ。 [5:  大祓の詞（おおはらいのことば）の一節。科戸の風（しなとのかぜ）は「級長戸辺神（しなとべのかみ）」の名前に由来して、風を意味する。]  [6:  同上。「おおつべにゐるおおふねを、へときはなち、ともときはなちて、おおうなばらにおしはなつことのごとく」と読む。]  [7:  同上。「おちかたの　しげきがもとを　やきがまのとがまもちて　うちはらふことのごとく　のこるつみはあらじと　はらいたまひ　きよめたまふことを」]  [8:  同上。「あらしおの　しおのやほじの　やほじのしおの　やほあいにます　はやあきつひめ」と読む。]  [9:  同上。「かかのみ」はがぶがぶと飲むこと。] 

　そして、童心の如く、素地の如くなつて、身も心も、　天皇に捧げまつらねばなりませぬ。さうして、二千三百萬やその子孫たちが、さつぱりと日本人になつてしまはなくちやなりませぬ。さうして、大東亞共榮圏や八紘一宇やの大理想の實現に翼賛したてまつるやうになつたら、誠に結構なことではありませぬか。
　だから、朝鮮人が日本人になることは、何も悲嘆すべきことではありませぬ。朝鮮人の立場からいつても、誠に結構なことです。本物の日本人になれるのなら、結構だがといふ風に皆考へてはゐるのですよ。
　このことに關してあなたに相談があるんです。相談といふよりもお願ひですね。あなた一つ朝鮮人の人たちに呼びかけてくれませぬか。「おい朝鮮の兄弟たち、一緒にならうや」と。そして手を差延べて下さいませぬか。
　太平洋の波が荒くなりさうですね。目睫に迫つてゐるやうですね。少なくともわれわれとして、その氣構へでゐなくちやなりますまい。
　あなたは、朝鮮人の人たちに、かう呼びかけてくれませぬか。まづ、われわれ一心一體となつて、日本に邪魔立てする敵性國家群を叩きつぶさうぢやないか。さうするには、君たちの血も要る、金も要る、手や頭も要る、なかんづく、君のハートが要るんだと。わが　大君の御名に於いて、一緒に日の丸を翳して[footnoteRef:10]、戰ひ勝たうぢやないかと。かう呼び掛けて下さい。難しい理論も算盤をはじかねばならない條件もいりませぬ。たゞ情ですね、涙ですね。 [10:  「かざして」と読む。] 

　私は二日間、禊祓の講習を受けました。朝鮮では、惟神の道[footnoteRef:11]で、國民總訓練をやるんだといふので、師範學校や中等學校の代表者たち八十名ばかりを集めて禊祓の講演をやりました。私は文人として加へて頂いたのですが、會員中には、朝鮮人は四五人もゐたでせうか、どれが朝鮮人だか解りはしませぬ。 [11:  「かむながらのみち」、神道のこと。] 

　汗愛と染め抜いた鉢卷も勇ましく、
｢内鮮一體、流汗鍛錬、同胞相愛｣と、下腹にぐつと力を入れて、お題目を唱へた時には、眼頭が熱くなりました。祈願の時には、
｢天皇陛下萬歳々々萬々無窮歳｣　｢出征將兵萬歳々々萬々無窮歳｣の次に、｢内鮮一體同胞相愛萬歳々々萬々無窮歳｣
　と神前で一齋に聲を張り上げて、繰返した時には、私は泣けて泣けて仕方がありませんでした。
内地の七千何百萬の同胞が、｢内鮮一體同胞相愛萬歳々々萬々無窮歳｣と一年間も念願して下されば、八百萬の神々が總出動をなさるんではないでせうか。そしたら、一億の同胞が、それこそ一心一體になるのではないでせうか。

　八
　昨夜も降雪があつたし一昨夜も降雪があつたし、その前の日には一日中雪が降りました。
　只今は一點の雲もなく、よく晴れて居りますが、寒い。ひゆうひゆうと風の音も聞えて來ます。ペンを取る手が凍えて仕方がありませぬ。
　昨日は朝五時に家を出ました。禊祓の第二日でしたから。往來は雪で眞白です。街路樹は霧氷で、玉のやうです。空には下弦の月が大きな弓のやうに掛かつてゐました。
　昨日は、晝過ぎ朝鮮神宮前で、禊祓講習會員一同參拜、祈誓の上解散、午後四時から、日本精神講習會の、日本書紀の講義を聽きました。例のＭ教授の御講義です。教授は江戸時代の國學者風ださうです。立派な鬚を生やして居られ、甲號でも乙號でもない、妙な國民服を着て居られます。それは洋服屋が様式を間違へたのださうで、若しされと博士に知れたら洋服屋がどなり付けられるに決まつてゐるから、誰もそのことを申し上げぬのださうです。
｢日本書紀は、日本の本當の姿を、ありのまゝに記したものであるから、日本精神が明らかにされてゐる｣
｢日本書紀とはことばの通りに讀むべし。一種の見解を以ってせざれ｣
｢奥底まで學べ、どこまでも學べ｣
｢自分の心に沁み透るまで學べ｣
かういふ文句が、私の筆記帳に書いてあります。
｢日本書紀と萬葉集さへあれば、日本精神は解る。｣
｢日本人は明けつぱなしだ。日本書紀がこれを證明してゐる。おれは陰險な人間は大嫌ひだ」
　などいはれてゐました。私は先生の率直さに敬意を表します。私は先生のやうな人が好きです。
　朝鮮人が嘘吐きだとか、陰險だとかいはれるのは悲しいことに違ひありませぬが、さういふ風に人の眼に映つたとすれば、それは身から出た錆で、自己を反省こそすべけれ、さう見てくれる人たちを怨むわけにはまゐりませぬ。
　だから大いに修行をしようといふのです。總督府では國民總訓練といはれてゐるが、われわれ自身も修練道場にゐるつもりで、修練しませう。すべての陰險な考へ方を大祓戸大神[footnoteRef:12]に祓つて頂いて、淨く明く直き心になるまで修行を積みませう。私たちが明けつぱなしの賴もしい、しかも情愛溢るゝ、朗らかな、日本人になるのを樂しみにして下さい。 [12:  大祓を司る神] 

　大分長くなりました。お讀みづらかつたらうと存じます。私の過去のことはこんな拙い書方でいゝとおつしやるんなら、また書きます。
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